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講座名・職名 

Course Name ・Job Title 

日本語・日本文化講座 教授 

氏名 Name 小矢野 哲夫 

専門分野 Academic Field 日本語学 

 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
言語行動におけるモダリティ副詞の運用の研究 

モダリティ副詞「まさか」を対象にして、どのような状況で運用されているのかを調査・分析・考察した。

テレビドラマ等の映像から採集した用例では、パラ言語的情報と発話時の表情を観察した。その成果の一端

を Handai-Asahi中之島塾「おもしろ日本語学」（2013年 9月 13日）において発表した。 

 「みたいな」止め表現の表現機能については、発表時期が前年度になったが、論文「日本語の攻防[文法]

婉曲表現『のほう、みたいな』─丁寧さと規範のぶつかるところ」（『日本語学』2013 年 2 月号）として発

表した。 

 外から見た大阪のことばについては、2013年 10月 9日、第 45回大阪大学講座「大阪＜ひと・まち＞未

来」のサブテーマ A-5「外から見た大阪の言葉」として発表した。 

 

 

 


